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～日 程～
①　受付	 13：40～13：55

②　開会行事	 14：00～14：20

③　授業公開	 14：35～15：25

④　講演会（含授業研究会）	
	 	 15：35～16：35

⑤　閉会行事	 16：35～16：45

　数学の授業には、大きく分けて「基礎的基本的な内容として

知識・技能を先に学び、その後これを用いて応用問題を解く授

業」と、「解決すべき問題が存在し、その問題解決に取り組み

ながら、学習者にとっての新たな数学、レベルの高い数学を学

び獲得していく授業」の2つの進め方があります。特に数学的

モデル化を含む問題解決型の学習では、前者を「適用型」、後

者を「概念学習型」と呼ぶことがあります。共同研究者の都留

文科大学の新井仁先生は、学習者が問題解決過程を振り返り、

批判的思考が誘発されることによって概念学習型の授業が行わ

れることを、統計的探究プロセスとの関連を踏まえて述べてい

ます。また、その後の研究により、データの活用領域以外の問

題解決型の授業においても同様の様相が捉えられることを指摘

しています。概念学習型の授業において、生徒が知恵を絞りな

がら問題解決に挑み、その過程で新たな数学的概念を獲得して

いく姿は、信濃教育会が示すベースとなる授業観「『子ども自

らが、心ゆくまで探究する』授業」の具体を示すものと捉える

ことができます。このような考えに共感し、昨年度は「暑さ指

数と搬送者数」という題材で、ICT を使い、暑さ指数38.6の

ときの搬送者数を予測することを通しながら未知の関数につい

て学ぶ授業を行いました。その授業では、生徒が心ゆくまで探

究する姿を見ることができました。一方で、生徒は未知の関数

を使用しているものの、使用した関数の概念を獲得したかどう

かについては不明確で、課題が残りました。11月の全県大会に

向け、生徒が心ゆくまで探究しながら、新たな数学的概念を獲

得することを目指し、授業づくりを行っています。

　生徒が解決したい問題場面と出会い、
知恵を絞りながら問題解決に挑む過程
で、生徒が自分にとっての新たな数学、
レベルの高い数学に触れながら深く豊か
に学ぶことができる魅力ある授業をつく
りたい！生徒の姿から、魅力ある授業と
は何かについて、共に考えてみたいと思
います。
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